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　要旨：肺塞栓症は，周術期における重篤な合併症の一つである．われわれは片麻痺のある患者で頭蓋形

成術後に肺塞栓症が生じた症例を経験した．患者は６３歳の男性で，１８日前に脳梗塞で減圧開頭術を施行さ

れ，ベッド上でリハビリテーションを行っていた．今回，頭蓋形成術を施行された．手術の１６時間後に肺

塞栓症となった．肺塞栓発症後，ヘパリンの持続投与と経皮的人工心肺補助が４日間行われた．肺塞栓症

による後遺症はなく，肺塞栓症発症後２２日目に退院となった．
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